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今年度要求のポイント

事 業 名 基幹システム管理事務

事業目的

汎用機システム・共通基盤システムを利用している各システムの円滑
な運用や、法律改正に伴うシステムの改修等を支援することにより、
市民の利便性の向上に資することを目的とします。
また、ITに関する新しい技術を必要に応じて採り入れながら、情報シ
ステム全体の最適化をより具体的に進め、経費の適正化を図ります。

関連事業

媒体の廃棄、電算機室の保守など

全体事業費

21,427 32,206

・新保険年金システムの稼働
・汎用機の廃止

【今後（25年度～）】

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

・住基法改正に伴うシステム改修 ・住基法改正に伴う改修（H24.7施行予定）
・汎用機を利用するシステムの再構築

【経過（～23年度）】 【24年度】

2,845

2,249 分散保管、UPS保守など

④情報セキュリティ対策 6,823

2,061

ｻｰﾊﾞ統合、共通基盤ｻｰﾊﾞ増強など

416,822

その他

合計

平成22年度決算額

②共通基盤システムの保守

①汎用機システムの保守

3,274

システムの保守、機器の借上げなど

501,638

1,006

501,638

主な要求内容

事 業 費

平成23年度予算額

29,713

23年度予算

（単位：千円）

24年度要求額

447,693

20,789

内容・積算等

　H　～　H　　

事業内容

項目

住民情報をはじめとした重要情報が日常的に利用されている汎用機システムの安
全かつ円滑な運用と、汎用機廃止に係る共通基盤システムへの機能移行に必要な
費用を要求しました。また、行財政改革プログラムを踏まえ、情報システム最適
化プログラムに基づく「庁内ＬＡＮ運用サーバ群の統合」によるコスト削減のた
めの経費を計上しています。

416,822

マスタープラン
３つの挑戦

－

システムの保守、機器の借上げなど

348,374

⑤情報システムの最適化

(1)安全な運用のための環境整備
住民情報をはじめとする重要情報が日常的に利用されている汎用機シ
ステムや共通基盤システムの運用リスク（システム障害や情報セキュ
リティ事故の発生など）を軽減するために必要な措置を講じます。
【例：汎用機システム・共通基盤システムの保守、情報セキュリティ
対策、データ分散保管の拡充など】
(2)行政経営の効率化とコスト低減
行財政改革プログラムを踏まえ、情報システム最適化プログラムの実
行によりＩＴ経費の適正化を図ります。
・サーバやストレージ機器の統合により、機器のコスト削減を図りま
す。【例：庁内LAN運用サーバ群の統合】
・汎用機を利用するシステムの再構築を支援し、共通基盤システムの
利用の拡充を図ります。【例：共通基盤サーバの増強、共通基盤デー
タ連携機能の拡充など】

③災害対策

事業期間

マスタープラン

施策番号

区分
その他一般施策

－

1整理番号 03 - 004

平成24年度要求額

局・課名 総務局  情報化推進課7 2
7

(単位　千円)


